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自
治
区
と
町
役
場
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役　

新
任
自
治
区
長
は
32
人

本
年
度
の
自
治
区
長
会
議
を
開
催

　

本
年
度
の
自
治
区
長
会
議
が
４
月
19
日
、
町
公
民
館
・
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
初
め
に
薄
町
長
よ
り
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
、
新
任
の
自
治
区
長
を
代
表
し
、
塩
喰
自
治
区
長
・

清
野
忠
弘
さ
ん
が
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
薄
町
長
よ
り
「
４
月
か
ら
町
の
新
し
い
総
合
計
画

が
始
ま
り
ま
す
。
今
後
も
よ
り
良
い
町
に
し
て
い
け
る
よ
う
、
区
長
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
、
本
年
度
の
町
の
主
要
事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
自
治
区
と
町
役
場
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
動
す
る
自
治
区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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６
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＝
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▼
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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▼
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＝
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光
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▼
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＝
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靖

夫﹇
敬
称
略
、太
字
は
４
月
１
日
付
新
任
﹈ 代表で委嘱状を受け取る清野忠弘さん

写真は市川市立百合台小学校の
給食の様子

　千葉県市川市の子どもたちの学校給食に、西会津町・喜多方市・北塩原

村で収穫されたご飯が並びました。

　これは、平成 30 年９月４日に市川市と締結した相互交流協定の一環と

して始まったもので、今年４月より、市内の 55 校の小中学校給食に本町

および喜多方市・北塩原村産の米が提供されています。児童生徒数は約

３万 2000 人で、提供される米の量は年間約３６０㌧（玄米ベース）にな

ります。

　平成 23 年の福島第一原子力発電所の事故以来、町では風評被害払
ふっしょく

拭の

ため、モニタリングやイベントなどを通した農林水産物の安全性のＰＲを

行っていますが、今回の市川市への米の提供によりさらなる風評被害の払

拭につながることが期待されます。［写真等は喜多方市より提供］

相互交流協定の一環   市立小中学校55校で４月から

市川市の学校給食で西会津産米の提供始まる

こ
の
日
の
給
食
は
、「
福
島
県
の
郷

土
料
理
」
と
題
し
、
こ
づ
ゆ
な
ど

が
提
供
さ
れ
ま
し
た

薄町長から委嘱状を受け取る目黒 一 隊長（写
真中央）、新澤光男副隊長（写真右から２人目）、
齋藤修副隊長（写真右）

　西会津町消防支援隊の委嘱状交付式が４月 16 日、町長室で

行われ、薄町長より、隊長の目黒一さん、副隊長の新澤光男さ

ん、同じく副隊長の齋藤修さんへ委嘱状が交付されました。

　西会津町消防支援隊は平成 21 年 4 月に発足した消防ボラン

ティア組織で、火災発生時に消防団員や消防署員が現場に到着

するまでの間、初期消火や避難誘導、安否確認などの消防活動

の後方支援を行います。消防団員の多くが日中働いていること

から、日中に火災が起きた際に迅速な初期消火が行えるよう、

日中を地域で過ごす消防団ＯＢなどが中心となり組織されまし

た。式では薄町長より、「安心・安全な町を実現するためにご

協力をお願いします」とあいさつがありました。

消火活動の後方支援を行う消防ボランティア組織

西会津町消防支援隊へ委嘱状を交付
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新たに着任した警察官の皆さんを紹介

こちら西会津交番・奥川駐在所です

このほか、以下の地区は、昨年と同じく中野目巡査

と志賀巡査部長が担当します。

◆西会津交番
野沢地区担当＝中

な か の め

野目 一
か ず き

樹  巡査
　群岡・新郷地区担当＝志

し が

賀 直
な お と

人  巡査部長

佐
さとう

藤  克
すぐる

 所長

◎西会津交番、野沢地区担当
◎いわき中央警察署から異動

抱負＝一日も早く皆さんに顔と名前を覚えてもら
い、西会津町の安心、安全のため、精一杯頑張っ

ていきますので、よろしくお願いします。

菊
きくち

地  雅
まさひろ

裕  巡査
◎西会津交番、尾野本地区担当
◎郡山警察署から異動

抱負＝西会津町に必要な人材になれるよう努力し、
元気に明るく、全力投球で頑張ります。西会津町が

大好きなので皆さんとの出会いを宝物にし、親しま

れ、頼りになるお巡りさんを目指します。

田
たぐち

口  諒
りょう

  巡査長
◎奥川駐在所、奥川地区担当
◎会津坂下警察署から異動

抱負＝管内の早期実態把握に努め、地域住民の皆
さんが安心して、安全に暮らせるような町にする

ため、日々の業務などに邁進していきたいと思い

ます。

　新しく決まった３代目「にしあいづ観光ク

ルー」の３人が４月 26 日、町長室を訪れ、就

任のあいさつをしました。

　３代目「にしあいづ観光クルー」に就任した

成田尚
なお み

美さん、星牧
まき

さん、神田陽
み ほ

萌さんは町長

室を訪れ、これからの観光クルーとしての活動

の抱負や意気込みを語りました。

　３人は今後３年間、西会津町の顔として、イ

ベントなどで町のＰＲ活動を行い、町の魅力を

発信していきます。

西会津町の顔として、町の魅力を発信していきます

３代目「にしあいづ観光クルー」決定

12年ぶりの連合検閲

消防団連合検閲が行われました

自衛官募集相談員の委嘱を受けた佐藤政雄さん
（写真右から２人目）と長谷川義雄さん（同３人
目）

　５月８日、自衛官募集相談員の委嘱状交付式が町長室で

行われ、佐藤政雄さん（出ヶ原）と長谷川義雄さん（森野）

に委嘱状が交付されました。

　自衛官募集相談員は、自衛隊と地域のかけ橋として、志

願者の相談に応じるほか，募集ポスター掲示の支援をする

など、自衛官募集に関する広報活動を行います。

　式では、薄町長より「自衛官募集のためにお二人の力を

貸していただきたい」とあいさつがあり、自衛隊福島地方

協力本部副本部長の福岡理さんからも「昨今の募集環境は

非常に厳しく、地域に根ざした募集相談員の力が必要とな

るため、今後ともご協力をお願いしたい」とあいさつがあ

りました。任期は令和３年３月 31 日までの２年間です。

自衛隊と地域のかけ橋として、自衛官募集の広報活動を行います

自衛官募集相談員へ委嘱状を交付

親族みんなで満１００歳の長寿を祝う

須藤ツギノさんへ百歳賀寿を贈呈

　西会津町、喜多方市、北塩原村の３市町村の

消防団連合検閲が 4月 28 日、喜多方市の押切

川公園スポーツ広場などで行われました。連合

での検閲は 12 年ぶりになります。西会津町か

らは 111 人の団員らが参加しました。

　体育館東側の市道で閲団式と分列行進が行わ

れた後、スポーツ広場で行われた検閲式では、

厳正な規律と旺盛な士気のもと団員が一致団結

し、的確な行動による通常点検と小隊訓練を行

いました。

　検閲式後に行われた放水訓練では、消防ポン

プ車の放水銃から見事な放水を行い、日頃の訓

練の成果を披露しました。

写真左から、神田 陽
み ほ

萌さん、成田 尚
なお み

美さん、星 牧
まき

さん

　５月 13 日、この日に満１００歳の誕生日を迎えた須藤ツギノさんの百歳賀寿贈呈式が行われ、親族と関係者

で須藤さんの長寿を祝いました。式では、福島県知事および西会津町長、西会津町老人クラブ連合会からの賀寿

と記念品が贈られた後、さゆりの園の入所者と職員からも記念品が手渡され、親族からは花束が贈られました。

親族を代表して、甥の新田良一さんが「令和元年の今年に１００歳を迎えられてうれしい。今後も長生きをして

ほしい」とあいさつしました。歌や踊りを楽しむことが須藤さんの長寿の秘訣ということでした。

日頃の訓練の成果を発揮し、堂々と行進する町消防団員
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町長コラム その７
　令和の時代が幕を開けた。新元号が何になるか私も

いろいろ想像してきたが、４月１日に発表された元号

は、想像とは全く違う「令和」となった。その意味と

いうか込められた思いについて、いろんなことが言わ

れているが、私は「清くやさしい心を寄せ合って、こ

のすばらしい自然をしっかり次の時代に継承し、夢と

希望に満ちた新しい時代を、みんなの力で切り開いて

行く」ことだと解釈している。皆さんはどう考えてい

ますか？

　時を同じくして、本年４月１日から新しい西会津町

総合計画（７年間の計画）による町づくりがスタート

したことは、偶然とは言え幸先が良いのではないか。

　平成の時代を振り返ってみると、東日本大震災とそ

れに伴う原発事故、豪雨災害など自然災害の多い時代

であったが、一方で今日の西会津町の礎を築いてきた

30 年間であった。保健・医療・福祉のトータルケア

の町づくり、百歳への挑戦、老健や特養などの福祉施

設整備、ケーブルテレビ、インターネット環境整備、

温泉健康保養センター、道の駅、ミネラル野菜の家、

統合小中学校、認定こども園の建設や町民バスの運行、

国際芸術村、役場新庁舎の整備など先人の先見性に基

づく町づくりであり、その知恵や情熱に学び、新しい

令和の時代に向けた町づくりを職員一丸となって、全力

で取り組み、新しい西会津町の歴史を築いていきたい。

西会津町長

「芝桜まつり」開催中の平田村で行われました

「浜・中・会津友好交流協定」締結記念植樹

↑イロハモミジを植樹する薄町長と武藤議会議長 ↑ジュピアランドひらたの芝桜まつりの様子

　本年３月に広野町・平田村・西会津町との間で結ん

だ「浜・中・会津友好交流協定」の締結を記念して、

５月３日、石川郡平田村のジュピアランドひらたで、

記念植樹が行われました。

　記念植樹は３町村長および議会議長、議員が出席し

て行われ、平田村が一望できる会場内の「世界のあじ

さい園」の一角で行われました。

　広野町はヤマザクラを、平田村はアジサイを、西会

津町はイロハモミジを、それぞれ植樹しました。

　植樹後、各町村長や議員は、同日に同会場で開催さ

れた「芝桜まつり」のオープニングセレモニーに出席し、

イベントの開催を祝いました。大型連休中の会場には

多くの観光客が訪れ、晴天の下、色鮮やかに咲き誇る

芝桜を楽しんでいました。
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